
群 馬 県 立 前 橋 西 高 等 学 校 学 校 評 価 一 覧 表 ① （令和４年度版） （様式１）

羅 針 盤 第１回 点検・評価 第２回 点検・評価
方 策

評 価 対 象 評 価 項 目 具体的数値項目 自己 外部アンケ
改 善 策

自己 外部アンケ
改 善 策評価 ート等 評価 ート等

１ 特色ある教育活動を ・目標や計画を立て、前向きに挑戦し、 ・グランドデザインの目標とプロセスを共有 ・今年度設定したグランドデザインについて周知徹 ・グランドデザインを意識して教育活動に取り組
Ⅰ 特色ある学校 行っていますか。 自分の経験を振り返ることで、次な し、面談や授業、学校行事などの場面で、 底を図り、その目標の実現に向けて共通認識を持 めるように、周知徹底を図る。生徒に対しても、
づくりに努めて る目標や計画につなげることができ 生徒への指導・支援を行う。

Ａ Ａ
って取り組む。

Ａ Ａ
グランドデザインを意識させる場面を定期的に

いますか。 ている生徒が７０％以上である。 ・少人数による授業により、双方向的できめ ・習熟度別、少人数授業の利点を活かし、個別最適 設定する。
・少人数制の授業形態(数学・英語・体 細かな学習指導を実施し、学習内容の十分 化した学びを促進するために、ＩＣＴなどを活用 ・習熟度別、少人数授業では、個々の生徒の学び
育)に、生徒の８０％以上が満足して な定着を図る。 Ａ Ａ する。また、授業の成果を可視化し、授業改善に Ａ Ａ を見取り、個別最適化した学習ができるように
いる。 ・「文化祭」、「球技大会」、「芸術教室」、「マ つなげる。 指導方法を工夫し、授業改善を図っていく。

・学校行事に、生徒の８０％以上が満 ラソン大会」等の行事や部活動、委員会活 ・現状で実施できる行事については、新型コロナウ ・新型コロナウイルス感染症対策に留意して、実
足している。 動の充実を図り、生徒が活躍する場所をつ

Ａ Ａ
イルス感染症対策に留意して、工夫して実施する。

Ａ Ａ
施方法や内容を変更した上で実施する。

・自分の学校が好きだと感じている生 くる。 ・生徒が目的意識を持ち、意欲的に様々な活動に取 ・生徒自身が自己有用感や自己肯定感が感じられ
徒が８０％以上である。

Ａ Ａ
り組めるように、環境を整備する。

Ａ Ａ
るように、各種活動の活性化を図る。

２ 生徒の実態に応じた ・授業を受けることで、学習内容が理 ・学習指導と学習評価の改善に向けて、授業 ・授業アンケート結果をもとに、生徒の実態に合っ ・１学期末、２学期末に実施した授業アンケート
Ⅱ 生徒の意欲的 指導を行っています 解でき、学力が身についたと感じて 見学や校内研修を充実させ、授業アンケー た授業を実践する。 結果を精査し、授業改善を図る。
な学習活動につ か。 いる生徒が７０％以上である。 ト結果を改善に活かす。 Ａ Ａ ・生徒が主体的に学習に取り組むことのできる授 Ａ Ａ ・１人１台端末の活用を促進し、個別最適な学び
いて適切な指導 ・ＩＣＴを積極的に活用し、主体的・対話的 業改善を目指し、ＩＣＴ活用や授業実践の共有な が実現されるように授業改善を推進する。授業
をしています で深い学びの実現に向けて授業改善を行う。 どを行う。 改善に向けた研修の機会を設置する。
か。 ・進路実現に向けた学習指導に、生徒 ・土曜や早朝、そして長期休業中の課外を充 ・土曜課外・早朝課外等の内容を充実させ、進学に ・土曜課外・早朝課外等の積極的な参加を働きか

の７０％以上が満足している。 実し、生徒の意欲を喚起するとともに、一 Ａ Ａ 向けた学習指導を継続的に行っていく。１年生の Ａ Ｂ けるとともに、効果的な課外となるようにする。
層の学力向上を図る。 土曜課外において外部講師を招く。 ・１年生全員参加の意義について理解を深める。

３ 生徒は確かな学力を ・目標の実現に向けて計画的に学習を ・キャリア教育の充実に務め、進路の実現を ・総合的な探究の時間での学びなどを足がかりに、 ・キャリア意識を醸成し、学習の目的意識を高め
身に付けていますか。 継続し、日常的に家庭学習を行って 念頭に学習意識を高めて、生徒が自ら学習 自ら課題を設定し、探究していく意識・意欲を高 るような取組、学習指導を充実させる。生徒の

いる生徒が８０％以上である。 に取り組むように、進路講演会やＬＨＲを めることで、生徒の主体的な学びを促進する。 主体的な学びが、自主的な家庭学習につながる
活用していく。 Ａ Ｃ ・進路に関する意識を高め、進路目標の実現に向け Ａ Ｃ ように、個々の指導を繰り返し行う。

・各教科で工夫した探究的な学習課題を課し、 て計画的に学習させる。 ・家庭での学習方法について具体的に指導すると
家庭学習時間の増加を図る。 ・保護者と連携して、学習習慣の確立を進める。 ともに、適切な学習課題を課す。

・英検２級合格者が年間１０名以上で ・英検などの資格、検定試験の受検を促すと ・英語検定への受検を促すとともに、受検者に対す ・英語検定の受検者を増加させ、検定合格に向け
ある。 ともに、英検各級合格に向けて指導する。

Ｃ －
る指導を充実させる。

Ｂ －
て計画的に指導にあたる。

４ 組織的・継続的な指 ・生徒指導に関する校則を、生徒及び ・集会時や配布物等を通じて、生徒指導方針 ・職員全体の共通理解のもとに生徒指導を行う。 ・職員の共通理解に基づき、共通した指導ができ
Ⅲ 生徒の充実し 導を行っていますか。 保護者の８０％以上が理解し、納得 の理解と内容の周知を図るとともに、ＳＮ ・生徒や保護者の意見を取り入れた上で、校則の見 るように周知徹底を図る。また、校内の携帯電
た学校生活につ した学校生活を送っている。 Ｓ利用ルールの徹底などネット関係の規範 Ａ Ａ 直しを実施する。 Ａ Ａ 話使用ルールの遵守、ＳＮＳ適切利用の啓発活
いて適切な指導 意識の育成を生徒会と連携して推進する。 動を生徒会と連携して行う。
をしています ・部活動に、生徒の６０％以上が積極 ・部活動の活性化に向けて、中心となる生徒 ・生徒が意欲的に活動できるように、生徒の実態に ・部活動の勧誘を積極的に行い、活性化に繋げる。
か。 的に取り組み、継続的に活動をして を勧誘し育てるとともに、活動内容や指導 Ａ Ａ 合った指導のあり方を確立する。 Ａ Ａ また、魅力ある部活動運営を行い、加入率と参

いる。 方法などの改善に取り組む。 ・「部活動に係る活動方針」に基づいて指導する。 加率をさらに向上させる。
５ 学校はいじめの防止 ・学校は、いじめ防止や早期発見に向 ・「学校いじめ防止基本方針」を説明する。 ・いじめ防止対策推進委員会を核に対応し、情報収 ・いじめ防止の啓発活動を行い、未然防止を行う。
や早期発見に向けた取 けた取組を積極的に行っていると生 ・いじめ問題は早期対応が図れるよう、観察 集や防止活動を行う。不適応傾向がみられる生徒 また、面談やアンケート結果だけに頼らず、登
組を積極的に行ってい 徒の８０％以上が認識している。 と情報収集を適宜行う。いじめの解消につ Ａ Ａ は、早期にスクールカウンセラーとも連携し、相 Ａ Ａ 校状況や些細な変化を見逃さず、スクールカウ
ますか。 いては丁寧かつ慎重に行っていく。またス 談活動を効果的に進める。 ンセラーとも連携して効果的に進める。

クールカウンセラーを活用した教育相談と、 ・いじめ防止に関する職員研修を定期的に実施し、 ・学校の取組ついて保護者に周知し、保護者と連
職員研修の充実を図る。 共通理解のもとで指導を行う。 携して指導を行う。

６ 生徒は健康で、規則 ・欠席率、平均遅刻者数について、前 ・欠席、遅刻、早退の防止に向けて、職員間 ・欠席が続く生徒や遅刻が多い生徒について学年と ・欠席や遅刻が多い生徒について情報を学年と共
正しい学校生活を送っ 年度以下とする。 で情報を共有するとともに、保護者との連 Ａ Ａ 情報を共有し、早期に適切な対応を行う。 Ｂ Ａ 有し、保護者と連携しながら個別に指導・支援
ていますか。 携の強化を図る。 ・様々な場面での観察を丁寧に継続する。 を行う。

・健康に留意した規則正しい生活を、 ・疾病や事故の防止についての指導を充実さ ・「保健だより」等を通して健康の大切さを伝える ・多くの生徒は規則正しい生活ができている。心
８０％以上の生徒が送っている。 せるとともに、心の悩みを抱える生徒も見 とともに、心の悩みを抱える生徒には、スクール の問題を抱える生徒には、スクールカウンセラ

られるので、スクールカウンセラーや外部 Ａ Ａ カウンセラー等との連携により指導の強化を図 Ａ Ａ ーや外部機関との連携をとり、対応していく。
機関との連携により指導の強化を図る。 る。 ・コロナ対策を継続して実施する。

７ 計画的な指導を行っ ・年間指導計画に沿った指導により、 ・総合的な探究の時間において計画的な学習 ・生徒の現状を踏まえて、適宜内容や計画の調整・ ・３年間を見通した進路指導計画を策定し、系統
Ⅳ 生徒の主体的 ていますか。 進路意識を確立できた生徒が８０％ 活動を行いキャリア意識を養うとともに、 変更をするとともに、生徒が主体的に活動する場 的な進路指導を実施する。各学年において、進
な進路選択につ 以上である。 生徒の自己理解を段階的に深める指導に取

Ａ Ａ
面を積極的に取り入れていく。

Ａ Ａ
路行事を効果的に行い、生徒の自己理解と進路

いて適切な指導 り組む。 意識の向上を図る。
をしています ８ 生徒は自らの進路に ・幅広い視点から進路選択し、前向き ・高大連携やインターンシップを通じキャリ ・二者面談等の対面の進路相談をもとに、個別に支 ・進路についての情報提供に努める。卒業生や外
か。 ついて真剣に考え、そ に取り組んでいる生徒が８０％以上 アステップサポートの充実を図る。 援する。 部講師等の話を聞く機会を効果的に設定する。

の実現に向けて取り組 である。 ・二者面談等の個人面談の機会を通じて、模 Ｂ Ｂ ・各種進路行事を計画的に実施し、進路情報を適切 Ｃ Ａ ・総合的な探究の時間の課題や「進路の手引」等
んでいますか。 擬試験や進路適性検査の内容や成果を適切 に提供するとともに、自己理解が深まるように支 を活用し、進路について考える時間をつくる。

に分析し指導を行う。 援する。 ・面談を通して、個別に支援する。
９ 適切な進路情報を提 ・進路関係配布物（webページを含む） ・学校からの情報発信手段としてホームペー ・学校生活の様子などを各分掌・学年・部活動から ・保護者や生徒が求める進路情報の提供に努め、
供していますか。 に、目を通している保護者が８０％ ジを充実させるとともに、保護者への連絡 集め、ホームページの更新頻度を高め、保護者や その内容に応じ紙面やホームページ、ＧＳＮメ

以上いる。 や情報提供のために、ＧＳＮメールをより Ａ Ｃ 中学生に対して、積極的に情報発信を行う。 Ａ Ｃ ールを活用した情報発信を行う。
一層活用し、進路情報が保護者・生徒に行 ・「学年通信」などの配付を行う際には、配付した ・保護者と連携して進路指導を進めるためにも、
き渡るようにする。 ことを知らせるメール配信も行う。 面談やＰＴＡの会合において情報交換を行う。

10 家庭、地域社会に積 ・ホームページの充実と更新に努め、 ・ホームページの更新を定期的に行うととも ・迅速な更新により、アクセス数は増加した。最新 ・今後もさらに魅力あるホームページを作成し、
Ⅴ 開かれた学校 極的に情報発信をして 年間５０万ページビューを目標とす に、各種教育活動実施後、迅速に活動内容 Ａ Ａ の話題や情報を積極的に発信し、さらに内容を充 Ａ Ａ 学校の様子を定期的に保護者や生徒、中学生に
づくりに努めて いますか。 る。 等をホームページ上に掲載する。 実させていく。 発信していく。
いますか。 ・その他各種学校行事についてのPTA役 ・保護者の協力を得て校外での学校行事など ・前期と同様、ＰＴＡ役員が学校に来校する機会を ・コロナ禍での参加方法等、さらに改善を図って

員の参加率は８０％以上である。 の充実が図れるよう工夫していく。 － Ａ できる限り多く設定する。 － Ａ いく。
・地域社会と連携していると感じてい ・清里地区の育成会行事や榛東村との英語教 ・実施可能な連携事業については、感染症対策を徹 ・感染症対策のため中止となった連携事業を継続
る教職員が８０％以上である。 育連携事業に協力する。

Ａ －
底し、工夫して実施する。

Ａ －
の方向で改善・検討する。

11 施設設備の安全管理 ・安全点検が日常的になされており、 ・安全点検を毎月１回実施し、生徒、保護者 ・危険と指摘された場所については点検し、改善が ・危機管理について全職員の共通理解を図り、意
Ⅵ 安全管理に努 は、十分になされてい 校内に危険な箇所、危険な物品等に アンケートの中で危険を指摘される問題点 Ａ Ａ 必要な場合には十分に検討し、善処していく。 Ａ Ａ 識向上に努める。
めていますか。 ますか。 ついて９０％以上が改善されている。 等については速やかに解決する。

12 生徒の安全指導・安 ・交通ルールやマナーを遵守し、交通 ・日常的な安全教育と登校時指導等により事 ・危険箇所や危険運転に関する啓発を行い、自転車 ・交通安全に対する意識向上を図るため、ヘルメ
全確保が十分になされ 事故防止について、生徒の８０％以 故防止の強化を図る。ヘルメット着用定着 Ｃ Ａ 事故の減少を図る。 Ｃ Ａ ット着用を徹底する。また、余裕のある登校時
ていますか。 上が主体的に取り組んでいる。 に向け、生徒会と啓発活動を推進する。 ・ヘルメットの着用徹底を図る。 間を促す。

・健康安全に関する講話を８０％以上 ・交通安全教室、非行防止教室、防火避難訓 ・今後行われる講話・講習会等については、内容を ・現状をふまえた上で、生徒の実態に合った講話
の生徒が理解している。 練等の内容を吟味し一層充実させる。

Ａ Ａ
検討し一層充実させていく。

Ａ Ｂ
を実施する。

13 ＩＣＴを活用した指 ・ＩＣＴを日常的に授業で活用してい ・ＩＣＴを授業で効果的に活用するための職 ・活用事例を共有するとともに、校内研修でも実際 ・ＩＣＴ活用の授業実践例を各教科ごとにまと
Ⅶ 教育のデジタ 導を行っていますか。 る教員が８０％以上である。 員研修を行い、活用事例を共有する。 Ａ － にクロームブックを使用する場面を設ける。 Ａ － め、全ての教員が有効に活用できるようにする。
ル化に努めてい 14 ＩＣＴを活用した業 ・ＩＣＴの活用により、業務が効率的 ・各種会議での情報共有にＩＣＴを活用する。 ・分掌、委員会業務でもGoogleフォームやGoogle ・Googleフォームを活用して、情報を収集したり、
ますか。 務改善を行っています に行えるようになったと感じている ・各種マニュアルを準備し、全教職員ＩＣＴ Ｂ － Classroomを使用し、共同編集機能などを有効に Ａ － ドキュメントを共同編集する研修などを実施す

か。 教職員が８０％以上である。 を活用できるように支援する。 活用する。 る。




